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２年間は、National Institute of 
Environmental Health Sciences
と、Michael J. Fox パーキンソン
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上を 500 ～ 700 万 kW、2020 年で
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日本（京大） 45人 日本 20、欧州 25
４本のアンテナと３軸磁場センサを持つ複合電場・磁
場広帯域受信機を搭載
大気分光撮像（MSASI） 日本（JAXA） 20人 日本 13、ロシア７
水星から放出される希薄ナトリウム大気の撮像装置を
搭載
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験を行い、2012年度にロシアのソ
ユーズロケットにより打ち上げる
計画である。
　本計画により、「惑星磁場の
起源は？」「磁気圏現象は普遍的
か？」「太陽近傍での惑星形成と
進化は？」など、未解明の問題に
飛躍的な進展をもたらすことが期
待される。
で承認された。
　搭載観測機器が選定されたこと
で、本計画の基本構成はほぼ確定
し、日欧双方で具体的な本格開発
に入ることになる。2005年度から
探査機の予備設計を開始し、2007
年度の欧州での共同試験を経て
2010年に実機の製作・試験を完了
する。その後、欧州で全体総合試
て 177 名に上る。機器選定に当
たった JAXA の向井利典教授は、
「どの観測機器も日欧の惑星磁気
圏探査分野における最高レベル
の研究者からの提案であり、大
きな成果が期待できる」とコメ
ントしている。「MPO」の搭載観
測機器についても 11月に行われ
たESAの科学プログラム委員会
